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第 1 章 目 的

国際電信電 話諮 問委員 会 ( C C I T T ) で の国際的 な標準化、 ( 社) 電 信 電話技術委員
会 ( T T C ) で の国内標 準 の作成 な らびに商用 サー ビスの開始等 を契機 として、我が国で
の I S D N 利 用 は着実 に拡大 してい る。

P B X に おいて も I S D N と の接 続 は、その利用範囲 を大 きく拡大す る ものであるこ と
か ら、上記標準等 に基 づ く製品が各 製造業者 か ら製造 ・販売 され る中で、各 ユ ーザの P B
X 利 用 を円滑 に促 進す るためには、各製造業者 間での相互接続性 の確保が必要不可欠で あ
るが、製品化初期 におい ては、標準 に準拠 して製造 される製品同士で も、異 なる製造業者
間での相互接 続性が確保 され ない場 合があ り、相互接続性 の確保 が重要 な課題 となってい
る。

本 ガイ ドライ ンは、 この ような状 況 に鑑 み、各社が製造 す る P B X 間 で実際 の使用 にお
ける相 互接続性 を確保す るた め実施 すべ き相互接続試験 の内容、手順等 につ いて規定す る
もので ある。

今後 、通信機械 工業会 が事務局 を務 める 「P B X 相 互接続試験 実施連絡会」等 の相互接
続実施機 関等 において、本 ガイ ドライ ンに したが った相互接続試験 が実施 されることを通
じて、我が国 にお ける P B X の 普及 に向けた環境整備 が進展す る とともに、標準 の実効性、
新 た な標準へ の反 映等 に資す るものである。

第 2 章  相 互接続試験 の対 象範囲

P B X の 相互接続性 は、相互の P B X に 端末 を接続 し、端末 一端末間での相互接続性 を
確認 することを通 じて P B X の T 点 インタフェースの機能 を間接 的に確認す るものとする。

2 . 1  試験 対象機器

I S D N の 回線交換 サ ー ビス又 はパ ケ ッ ト交換 サー ビスに接続 される P B X ( ボ タン電
話 を含 む) で あ り、2 . 4 に示 す標準 に準拠す るよう開発 された装置 とす る。

2 . 2  試験 に利用 す る網
I S D N 公 衆 網 とす る。

( 例え ば I N S ネ ッ ト 6 4 、 I N S

イ ン タ フェー ス は、 2 B + D ( + 2

ッ ト1 5 0 0 )

B ) ま たは 2 3 B + D ( + 2 4 B ) と す る。

不ヽ

４

2 . 3  試験対 象サ ー ビス
・音声/ デ ー タ/ G 4 フ ァクシ ミリの回線交換 サ ー ビス
・パ ケ ッ ト交換サー ビス ( X . 3 1  ヶ ―ス B )
・H O ( 3 8 4 K ) / H l ( 1 5 3 6 K ) の 回線交換 サー ビス
( 注) 試 験対 象サー ビスは製品 の実装 によ り決定 され る。

2 . 4  準拠 すべ き標準
・T T C 標準 J T ―1 4 3 0   1 s D N 基本ユ ーザ ・網 イ ンタフェース レイヤ 1 仕 様
・T T C 標準 」T ―1 4 3 1   1 S D N 一次群 速度 ユーザ ・網 イ ンタフェース レイヤ 1 仕 様
・T T C 標準 J T ―Q 9 2 1   1 S D N ユーザ ・網 インタフェース レイヤ 2 仕 様
・T T C 標準 J T ―Q 9 3 1   1 S D N ユーザ ・網 インタフェース レイヤ 3 仕 様
( 注) 準 拠す るレイヤ 1 標 準 は対 象サ ー ビスお よび製品の実装 によ り決定 され る。
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第 3 章  相 互接続 試験 の実施形態

相互接続試験 の接続形 態 を図 1 に 示 す。

また、相互接続 試験 の実施形態 は以下 の 6 形 態 に分類 される。

①音声 サ ー ビス相互接 続 試験

P B X に 収 容 され た音声端末相互 の接続 を行 い、その通話 の正常性 を確認す る。

② データサー ビス相 互接 続試験

P B X に 収 容 され たデータ端末相互 の接続 を行 い、その通信 の正常性 を確 認 す る。

③ G 4 フ ァクシ ミリサー ビス相互接続 試験

P B X に 収容 された G 4 F A X 相 互 の接続 を行 い、その通信 の正常性 を確認 す る。

④ パケ ッ トサ ー ビス相互接続試験

P B X に 収 容 されたパ ケ ッ ト端末 ( ノ ンパケ ッ ト端末で、 T A 又 は P B X が P A D

機 能 を備 える場合 も含 む) の 相互 の接続 を行い、そのパ ケ ッ ト通信 の正常性 を確認

す る。

⑤ H O ( 3 8 4 K ) サ ー ビス相互接続 試験

P B X に 収 容 された H O ( 3 8 4 K ) 端 末相互 の接続 を行 い、その通信 の正常性 を

確認す る。

⑥ H l ( 1 5 3 6 K ) サ ー ビス相互接 続試験

P B X に 収容 された H l ( 1 5 3 6 K ) 端 末相 互 の接続 を行 い、その通信 の正常性

を確認 す る。
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S D N 公 衆網

( I N S ネ ッ ト、等 )

P B X ま た は ボ タ ン電 話 P B X ま た は ボ タ ン電 話

同  左

―
 ∵

―

| | | | | | | | | |
音 声

端 末

テ ―゙タ

端 末

G4FAX

端 末

ハ°ケット

端 末

H O

端 末

H l

端 末

A  社

図 1 相 互 接 続 試験 形態
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第 4 章  相 互 接 続 試験 参 加 の前 提 条 件

相 互 接 続 試 験 実 施 に あ た つ て は、 以下 の 条件 を前 提 とす る。

( 1 ) I S D N の 実 回線 を敷 設 で きてい る こ と。

( 2 ) 実 回線 へ の接 続 基 準 ( 端末機 器 認定 等 の取得 を含 む ) を 満 た した P B X 、 あ るい は

ボ タ ン電 話 装 置 で あ る こ と。

( 3 ) 本 相 互 接 続 試験 実 施 前 に公 衆 網 ( 例 えば I N S ネ ッ ト6 4 、  I N S ネ ッ ト 1 5 0 0 )

との接 続 試 験 が 終 了 してい る こ と。

( 4 ) 自 社 内 で接 続 試験 の確 認 が で きてい る こ と。

( 5 ) 相 互接 続 試 験 で使 用 す る端 末 は、電 話 、 T A 等 の I S D N 端 末相 互接 続 試験 が終 了

した機 種 また は同等 の もので あ る こ と。

第 5 章  試 験 実 施 方 法

5 . 1  試 験 前 の情 報 交 換 、事 前 確 認

相 互 接 続 試 験 を行 うに あ た つて は、以 下 の事 項 を事 前 に実施 す る こ と とす る。

・音声 サ ー ビス試験 時 に着 サ プア ドレス を使用 した ダ イヤ ル イ ン機 能 の確 認 を実 施 す

る場合 は、 事前 に情 報 交換 を行 う。

コーデ ィ ン グ例 を図 2 に 示 す 。

・B C , L L C , H L C の コー デ イ ン グ, 条 件 リス トは事 前 に情 報 交換 を行 う。

( 参考 と して、 コー デ イ ン́グの様式 を別 紙 1 - 1 ～ 1 - 5 、 条件 リス トを 2 - 1 ～

2 - 4 に 示 す 。 なお 、 こだ ら様 式 の 内容 は、試験 内 容 の変 化 等 に応 し、相 互 接 続 機

関等 で 適 宜 変 更 され る もので あ る。 )

。前 回 まで の相 互 接 続 試 験 に参 加 した こ とのあ る会社 は、各 試験 形 態 ご とに今 回試験

を実施 す る機 種 と以 前 相 互接 続 試験 に使 用 した機種 との間 で 自社 内接 続 試験 を事 前

に実施 し、 相 互接 続 性 の確 認 を行 う こ と。
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図 2 .着 サ プア ドレス コ ー デ ィ ング例

(着 サ プ ア ドレスが
“
1 2 3 4 " の 場 合 を示 す 。 )

5 . 2  実 施 場 所

試 験 に参 加 す る各 製 造 業 者等 の試験 場 所 とす る。

5 . 3  試 験 の実施

試験 の実施 に あ た っ て は、 以下 の こ とに留意 す る こ と とす る。 また 、各 試験 の手 順 につ

い て は、5 . 3 . 1 ～5 . 3 . 6 による こと。

・原 則 と して、 各 製造 業者 等 の試験 対 象 機 器 相互 に総 当 た り試験 を実 施 す る。

・音 声 サ ー ビス にお い て は、着 サ ブ ア ドレス を使 用 しな い試験 を必 ず 実施 す る もの と し、

オ プシ ョン と して着 サ ブ ア ドレス を用 いた ダイヤ ル イ ン機 能 の確 認 を行 うこ とが で き

る 。

・発 信 者 は 着 信 者 の 試 験 時 連 絡 先 に電 話 連 絡 す る等 、 円 滑 な 試 験 実 施 を図 る こ と。

・効率的に試験 を実施 す るため、 ト ラブルの有無 にかか らわず 、各種 試験 を一定時間内

に終了すべ きであ る。
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5 . 3 . 1  音 声 サ ー ビス相 互 接 続 試験

( 1 ) 事 前確 認項 目

発 信 時 の呼 設 定 メ ッセ ー ジ の B C 、 H L C 、 L L C を 事 前 に確 認 す る こ と。

( 参考 と して チ エ ック リス トを別 紙 1 - 1 に 付 す 。 )

( 2 ) 試験 項 目

発信 / 着 信 / 受 話音量 / 受 話音 質  ( サ プア ドレスな し) を 確認 す る。

オ プシ ョンと してサプア ドレス を用 いた試験 を行 って もよい。

( 参考 としてチ ェ ック リス トを別紙 3 - 1 に 付す。)

( 3 ) 試験手順

サ プア ドレス な しの試験 を先 に行 う。その後、必要が あればサ プア ドレスを用

いた試験 を行 う。

くパ ター ン 1 〉

① A 社 よ り発 信 し、 B 社 を呼 び 出 し、 B 社 端 末 で応 答 す る。

②両方 向の通 話が正常 にで きる ことを確認 す る。

くパ ター ン2〉 (パ ター ン 1終 了後、速やか に実施す る)

③ B社 より発信 し、 A社 を呼 び出 し、 A社 端末 で応答 す る。

④両方 向の通話が正常 にで きる ことを確認 す る。

5 . 3 . 2  データサー ビス相 互接続試験

( 1 ) 前提条件

デー タサー ビス相 互接続試験 で使用 する端末 は、電話、 T A等 の I S D N 端 末

相互接続 試験 ( V . 1 1 0 同 期 )が 終 了 した機種 、 また は同等 の ものに限 る もの

とす る。

( 2 ) 事前確 認項 目

発信 時 の呼設 定 メ ッセージ中の B C、 H L C 、 L L C を 事前 に確 認す る こと。

(参考 としてチ ェ ックリス トを別紙 1 - 2 に 付 す。)

( 3 ) 試験項 目

発信 /着 信 /デ ー タ送受信  を 確 認す る。

(参考 としてチ ェ ックリス トを別紙 3 - 2 に 付 す。)

( 4 ) 試験手順

くパ タ ー ン 1 〉

① A 社 端 末 よ り B 社 端 末 へ 発 信 す る 。

② B 社 着 信 端 末 は 、 着 信 確 認 後 通 信 に入 り、 通 信 が 継 続 す る こ と を確 認 す る。

i ) 速 度 整 合 の 相 互 接 続 性 確 認

発 信 側 か ら リモ ー トR 点 折 り返 しル ー プ テ ス トを実 行 し、 モ デ ム テ ス タ

ー で ビ ツ トエ ラ ー率 を確 認 す る 。 ( ビ ッ トエ ラ ー 率 は 、 速 度 整 合 性 を確 認

で きる程 度 に と ど め る 。 )

i i ) 試 験 条 件

① 試験 パ ラ メ ー タ の 設 定 を別 紙 2 - 1 に 示 す 。

② 信 号 送 出 時 間 は 1 分 間程 度 とす る 。
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くパ ター ン 2 〉 ( パ ター ン 1 終 了 後 、 速 や か に実 施 す る。 )

① B 社 端 末 よ りA 社 端 末 へ 発信 す る。

② A 社 着信 端 末 は、着信 確 認 後 通信 に入 り、 通 信 が継 続 す る こ と を確 認 す る。

1 ) 速 度 整 合 の相 互 接 続 性 確 認

発信 側 か ら リモ ー トR 点 折 り返 しル ー プテス トを実 行 し、 モ デ ム テ ス タ
ー で ビ ツ トエ ラー率 を確 認 す る。 ( ビ ッ トエ ラー率 は、速度 整合 性 を確 認

で きる程 度 に とどめ る。 )

H ) 試 験 条 件

① 試験 パ ラ メー タの設 定 を別 紙 2 - 1 に 示 す 。

②信 号 送 出 時 間 は 1 分 間程 度 とす る。

5 , 3 . 3  G 4 フ ァ クシ ミリサ ー ビスオロ互 接 続 試験

( 1 ) 前 提 条 件

G 4 フ ァクシ ミ リサ ー ビス相 互 接 続 試験 で使 用 す る端 末 は、 I S D N 一 G 4

F A X 相 互接 続 試験 が終 了 した機 種 また は同等 の もの に限 る もの とす る。

( 2 ) 事 前確 認項 目

発信 時 の呼 設 定 メ ッセ ー ジ 中の B C 、 H L C 、 L L C を 事 前 に確 認 す る こ と。

( 参考 と して チ ェ ック リス トを別 紙 1 - 3 に 付 す 。 )

( 3 ) 試験 項 目

送 信 / 受 信  を 確 認 す る。

( 参考 と して チ ェ ック リス トを別 紙 3 - 3 に 付 す。 )

( 4 ) 試験 手 順

くパ ター ン 1 〉

A 4  1 枚 を A 社 か ら送 信 し、 B 社 で受信 す る。

用 紙 は、 画像 電 子 学会 N o . 4 チ ャー ト ( 別紙 5 ) を 使 用 し、解 像度 は 2 0 0

× 2 0 0 p p i と す る。

くパ ター ン 2 〉 ( パ ター ン 1 終 了 後 、 速 や か に実 施す る。 )

A 4  1 枚 を B 社 か ら送 信 し、 A 社 で受信 す る。

用 紙 は、 画像 電 子 学 会 N o . 4 チ ャー ト ( 別紙 5 ) を 使 用 し、解 像 度 は 2 0 0

× 2 0 0 p p i と す る。

5 . 3 . 4  パケ ッ トサ ー ビス相 互 接 続 試 験

( 1 ) 前 提 条 件

パ ケ ッ トサ ー ビス相 互接 続 試験 で使 用 す る端 末 は、電 話 、 T A 等 の I S D N 端

末相 互接 続 試験 が終 了 した機 種 また は 同等 の もの に限 る もの とす る。

(2 )試験 項 目

発信 / 着 信 / デ ー タ送信 / デ ータ受信 を 確認する。

( 参考 としてチェックリス トを別紙 3 - 4 に 付す。)
( 3 ) 試 験 手 順

〈パ タ ー ン 1 〉
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① A 社 か ら発 信 して B 社 を呼 び 出 し、 B 社 端 末 で応 答 す る。

② 着信 端 末 は、着 信 後 通信 に入 り、 通信 が 継続 す る こ とを確 認 す る。

i ) パケ ッ ト通信 の相 互接 続性 確 認

① 発信 端 末 か ら J I S ロ ー マ字 用 単位 符号 の アル フ ァベ ッ ト ( 表 1 参 照 )

を 5 パ ケ ッ ト ( 1 パ ケ ッ トは、 1 2 8 文 字 とす る。 ) 連 続 送信 し、着 信

端 末 にお い て正 し く受信 され る こ と を確 認 す る。

なお 、送信 す る文 字 パ タ ー ン は、特 に規 定 しな い。

② 次 に、呼 を保持 した まま、 同様 に着 信 端 末 か ら発信 端 末 に向 けて J I S

ローマ字 用 単位 符号 の ア ル フ ァベ ッ トを 5 パ ケ ッ ト ( 1 パ ケ ッ トは、 1

2 8 文 字 とす る。 ) 連 続 送信 し、発 信 端 末 にお い て正 し く受信 され る こ

とを確 認 す る。

i i ) 試験 条件

試 験 パ ラ メー タの設 定 を別 紙 2 - 2 に 示 す 。

③ 着信 端 末 か ら先 に切 断 し、発 着信 とも正 常 に切 断 され る こ とを確 認 す る。

くパ ター ン 2 〉 ( パ ター ン 1 終 了 後 、 速 や か に実 施 す る。 )

① B 社 よ り発 信 し、 A 社 を呼 び 出 し、 A 社 端 末 で応 答 す る 。

② 着信 端末 は、着 信 後 通信 に入 り、 通信 が 継 続 す る こ と を確 認 す る。

1 ) パケ ッ ト通信 の相 互 接 続性 確 認

① 発信 端 末 か ら J I S ロ ー マ字 用 単位 符号 にお け る アル フ ァベ ッ ト ( 表 1

参 照 ) 文 字 を 5 パ ケ ッ ト ( 1 パ ケ ッ トは 1 2 8 文 字 とす る。 ) 連 続 送 信

し、着 信 端 末 にお い て正 し く受信 され る こ とを確 認 す る。

なお 、送信 す る文 字 パ タ ー ン は、特 に規 定 しない。

② 次 に、呼 を保持 した まま、 同様 に着 信 端 末 か ら発信 端 末 に向 けて J I S

ローマ 字用 単位 符 号 のア ル フ ァベ ッ トを 5 パ ケ ッ ト ( 1 パ ケ ッ トは 1 2

8 文 字 とす る。 ) 連 続送 信 し、発信 端 末 にお い て正 し く受 信 され る こ と

を確 認 す る。

i i ) 試験 条 件

試 験 パ ラ メー タの設 定 を別 紙 2 - 2 に 示 す 。

③ 着信 端 末 か ら先 に切 断 し、発 着 信 とも正 常 に切 断 され る こ とを確 認 す る。

5 . 3 . 5  H O サ ー ビス相互 接 続 試験

( 1 ) 前 提 条 件

H O サ ー ビス相 互 接 続 試験 で使 用 す る端 末 は、電 話 、 T A 等 の I S D N 端 末 相

互接 続 試験 が終 了 した機 種 また は 同等 の もの に限 る もの とす る。

( 2 ) 事 前確 認項 目

発 信 時 の呼 設 定 メ ッセ ー ジ中の B C 、 H L C 、 L L C を 事 前 に確 認 す る こ と。

( 参考 と して チ ェ ック リス トを別 紙 1 - 4 に 付 す 。 )

( 3 ) 試験 項 目

発 信 / 着 信 / デ ー タ送 受 信  を 確 認 す る。

( 参考 と して チ ェ ック リス トを別 紙 3 - 5 に 付 す 。 )

- 8



( 4 ) 試 験 手 順

くパ ター ン 1 〉

① A 社 端末 よ りB 社 端 末 へ 発信 す る。

② B 社 着信 端 末 は、着信 確 認後 通信 に入 り、 通 信 が継 続 す る こ と を確 認 す る。

1 ) 速 度 整 合 の相 互 接 続性 確 認

発信 側 か ら リモ ー トR 点 折 り返 しル ー プテス トを実施 し、 モ デ ム テ ス タ

ー で ビ ッ トエ ラー率 を確 認 す る。 ( ビ ッ トエ ラー率 は、速 度 整合 性 を確 認

で きる程 度 に とどめ る。 )

H ) 試 験 条 件

① 試験 パ ラメ ー タの設 定 を別 紙 2 - 3 に 示 す 。

② 信号 送 出時 間 は 3 分 間程 度 とす る。

くパ ター ン 2 〉 ( パ ター ン 1 終 了 後 、 速 やか に実 施 す る。 )

① B 社 端末 よ りA 社 端 末 へ 発信 す る。

② A 社 着信 端 末 は、着信 確 認 後 通信 に入 り、 通信 が継 続 す る こ と を確 認 す る。

i ) 速 度 整 合 の相 互接 続 性 確 認

発信 側 か ら リモ ー トR 点 折 り返 しル ー プテス トを実行 し、 モ デ ム テ ス タ

ー で ビ ッ トエ ラー率 を確 認 す る。 ( ビ ッ トエ ラー率 は、速度 整合 性 を確 認

で きる程 度 に とどめ る。 )

H ) 試 験 条 件

① 試験 パ ラ メ ー タの設 定 を別 紙 2 - 3 に 示 す 。

② 信号 送 出時 間は 3 分 間程 度 とす る。

5 . 3 . 6  H l サ ー ビス相 互 接 続 試験

( 1 ) 前 提 条 件

H l サ ー ビス相 互 接 続 試験 で使 用 す る端 末 は、 電 話 、 T A 等 の I S D N 端 末 相

互接 続 試験 が終 了 した機 種 また は 同等 の もの に限 る もの とす る。

( 2 ) 事 前 確 認項 目

発 信 時 の呼 設 定 メ ッセ ー ジ 中 の B C 、 H L C 、 L L C を 事 前 に確 認 す る こ と。

( 参考 と して チ ェ ック リス トを別 紙 1 - 5 に 付 す 。 )

( 3 ) 試験 項 目

発信 / 着 信 / デ ー タ送 受 信  を 確 認 す る。

( 参考 と して チ ェ ック リス トを別 紙 3 - 6 に 付 す 。 )

( 4 ) 試 験 手 順

くパ ター ン 1 〉

① A 社 端末 か ら B 社 端 末 へ 発信 す る。

② B 社 着信 端 末 は、着信 確 認 後 通信 に入 り、通 信 が継 続 す る こ と を確 認 す る。

i ) 速 度 整 合 の相 互 接続 性 確 認

発信 側 か ら リモ ー トR 点 折 り返 しル ー プテス トを実行 し、 モ デ ム テ ス タ
ー で ビ ツ トエ ラー率 を確 認 す る。 ( ビ ッ トエ ラー率 は、速度 整合 性 を確 認

で きる程 度 に とどめ る。 )
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H ) 試 験 条件

① 試験 パ ラメータの設定 を別紙 2 - 4 に 示 す。

②信号送 出時 間は 3 分 間程 度 とする。

くパ ター ン 2 〉 ( パ ター ン 1 終 了後 、速やか に実施す る。 )

① B 社 端末 か らA 社 端末へ発信 す る。

② A 社 着信端末 は、着信確認後 通信 に入 り、通信が継続す る ことを確認 す る。

i ) 速 度整合の相互接続性確認

発信側 か ら見て リモー トR 点 折 り返 しループテス トを実行 し、モ デムテ

ス ターで ビッ トエ ラー率 を確認する。 ( ビ ッ トエ ラー率 は、速度整 合性 を

確 認で きる程 度 に とどめる。 )

H ) 試 験条件

① 試験 パ ラメータの設定 を別紙 2 - 4 に 示 す。

②信号送 出時 間は 3 分 間程 度 とする。

表 1 . J I Sロ ー マ字用 7単 位 符号

行

タリ

ハ
υ 2 3 4 5 6 7 8 9

ハ
υ 12 13 14 15

4 A B C D E F G H I K L M N 0

5 P Q R S T U V W X Y Z

- 10 -



第 6 章  試 験 結果 の とりまとめ とその後 の手続 き

6 . 1  試 験結果 の と りまとめ

相 互接続試験終 了後 、各社 は試験 結果 を速 やかに相互接 続実施機 関等 に報告 し、当該機

関等 は試験結果 を とりま とめ るもの とす る。 ( 各社 か ら当該機 関等へ の報告様式 の例 を別

紙3 - 1 ～3 - 6 に、 また、当該機 関等 での試験結果 のと りまとめ様式 の例 を別紙 4 に 示 す。 )

当該機 関等 は、必要 に応 じ相互接続試験 結果 を標準化活動 にフィー ドバ ックす る もの と

す る。

6 . 2  T T C 標 準 準拠表示 について

相互接続試験 を実施 し良好 な試験結果 を得 た製造業者等が、 T T C 標 準準拠表示 を行 お

う とす る ときには、 「T T C 標 準準拠表示 取扱要領」 に したがい、同試験 の結果 を添付 し

た書類 をT T C に 届 出るこ ととす る。その届 出 によ り、本 ガイ ドラインに基 づ き試験 が実

施 され、所期 の試験結果 が得 られた ことをT T C が 確認 した場合 には、当該機器が T T C

標 準等 に準拠 しているこ とを示す T T C マ ー クまた は取扱説明書等へ文章 に よる表示 を行

うこ とが可能 とな る。

- 1 1 -



会 朴 名

相  当

T E L

F A X

音 声 サ ー ビス

発信時 の呼設定メ ッセージの通信可能性 に関す る情報要素

[ パター ン /  ]  ( 複 数パ ターンの場合 には、用紙 を複写 して記入すること。)

[ 記入 上 の注 意 点 ]

( 1 ) 省 略 さ れ る オ クテ ッ トに は、何 も記 入 せ ず プラ ンク とす る こ と。

( 2 ) 提 出す る様 式 に は、 1 枚 1 枚 に必 ず 会社 名等 を記入 す る こ と。

[ 備考 ]

伝 達
ヒ
ヒ

●
日 力  ( B C ) 低位 レイヤ整 合 性 ( L L C ) 高位 レイヤ整合 性 ( H L C )

指 定 す る 。省 略す る 指 定 す る 。省 略 す る

オクテット コ ー デ イ ン グ オクテット コ ー デ ィ ン グ オクテット コ ー デ ィ ン グ

1 1

2 2 2

3 3 3

4 3 a 4

4 a 4 4 a

4 b 4 a

5 4 b

5 a 5

6 5´a

7 5 b

5 c

5 d

6

6 a

7

7 a

- 1 2 -



会 社 名

担  当

T E L

F A X

デ ー タサ ー ビス

発信時 の呼設定 メ ッセージの通信可能性に関す る情報要素

[ パターン /  ]  ( 複 数パ ターンの場合 には、用紙 を複写 して記入すること。)

[ 記入 上 の注 意 点 ]

( 1 ) 省 略 さ れ る オ クテ ッ トには、何 も記 入 せ ず プ ラ ン ク とす る こ と。

( 2 ) 提 出す る様 式 に は、 1 枚 1 枚 に必 ず 会社 名等 を記 入 す る こ と。

[ 備考 ]

伝 達
ヒ
ヒ

●
日 力  ( B C ) 低 位 レイヤ整 合 性 ( L L C ) 高位 レイヤ整 合 性 ( H L C )

指 定 す る 。省 略す る 指 定 す る 。省 略す る

オクテット コ ー デ ィ ン グ オクテット コ ー デ ィ ン グ オクテット コ ー デ イ ン グ

1

2 2 2

3 3 3

4 3 a 4

4 a 4 4 a

4 b 4 a

5 4 b

5 a 5

6 5Ъ

7 5 b

5 c

5 d

6

6 a

7

7 a

- 1 3 -



全 朴 名

T E L

F A X

G 4 F A X サ ー ビス

発信時 の呼設定メ ッセージの通信可能性 に関す る情報要素

[ パターン /  ]  ( 複 数パ ターンの場合 には、用紙 を複写 して記入すること。)

[ 記入 上 の注 意 点 ]

( 1 ) 省 略 さ れ る オ クテ ッ トには、何 も記 入 せ ず プ ラ ンク とす る こ と。

( 2 ) 提 出す る様 式 に は、 1 枚 1 枚 に必 ず 会社 名等 を記 入 す る こ と。

[ 備考 ]

伝 達 能 力 ( B C )低 位 レイヤ整 合 性 ( L L C ) 高位 レイヤ整合性 ( H L C )

指 定す る 。省 略す る 指 定 す る 。省 略す る

オクテット コ ー デ ィ ン グ オクテット コ ー デ ィ ン グ オクテット コ ー デ ィ ン グ

1 1

2 2 2

3 3 3

4 3 a 4

4 a 4 4 a

4 b 4 a

5 4 b

5 a 5

6 5 ta

7 5 b

5 c

5 d

6

6 a

7

7 a

-14-



会 社 名     _

担  当     _

T E L

F A X

H O サ ー ビス

発信時 の呼設定メ ッセージの通信可能性に関す る情報要素

[ パターン /  ]  ( 複 数パター ンの場合 には、用紙 を複写 して記入すること。)

[ 記 入 上 の注 意 点 ]

( 1 ) 省 略 され る オ クテ ッ トに は、何 も記 入 せ ず プラ ン ク とす る こ と。

( 2 ) 提 出す る様 式 に は、 1 枚 1 枚 に必 ず 会社 名等 を記入 す る こ と。

[ 備考 ]

伝 達
台

日 力  (BC) 低 位 レイヤ整 合 性 ( L L C ) 高位 レイヤ整合性 ( H L C )

指 定す る 。省 略す る 指 定 す る 。省 略す る

オクテット コ ー デ ィ ン グ オクテット コ ー デ ィ ン グ オクテット コ ー デ イ ン グ

1

2 2 2

3 3 3

4 3 a 4

4 a 4 4 a

4 b 4 a

5 4 b

5 a 5

6 5′

7 5 b

5 c

5 d

6

6 a

7

7 a

- 15-



会 朴 名

相  当

T E L

F A X

H l サ ー ビス

発信時 の呼設定 メ ッセージの通信可能性に関す る情報要素

[ パター ン /  ]  ( 複 数パ ターンの場合 には、用紙 を複写 して記入す ること。)

[ 記入 上 の注 意 点 ]

( 1 ) 省 略 され る オ クテ ッ トに は、何 も記 入 せ ず プ ラ ンク とす る こ と。

( 2 ) 提 出す る様 式 に は、 1 枚 1 枚 に必 ず 会社 名等 を記入 す る こ と。

[ 備考 ]

伝 達 能 力 ( B C )低 位 レイヤ整 合 性 ( L L C ) 高 位 レイヤ整 合 性 ( H L C )

指 定す る 。省 略す る 指 定 す る 。省 略す る

オクテット コ ー デ ィ ン グ オクテット コ ー デ ィ ン グ オクテット コ ー デ ィ ン グ

1

2 2 2

3 3 3

4 3 a 4

4 a 4 4 a

4 b 4 a

5 4 b

5 a 5

6 5 a

7 5 b

5 c

5 d

6

6 a

7

7 a

- 1 6 ‐



会 社 名

担  当    _

T E L

F A X

デ ー タサ ー ビス (回 線 交換  V . 1 1 0同 期 )相 互接 続 試験 条件 リス ト

[ 記入 上 の注意 点 ]

( 1 ) 提 出す る様 式 に は、 1 枚 1 枚 必 ず会 社 名 等 を記入 す る こ と。

No. 項 目 選択 パ ラ メー タ 備 考

D T E の 速 度 ① 9 6 0 0 b p s

2 ク ロ ッ ク ① S T 2 及 び R T

3 送 受信 デ ー タ ①モデムテスタ5 1 1

( 2 9 - 1 ) パ タ ー ン

4 半二重/全 二重 ①全二重

5 Sビ ットとDビ ットの整香 ①対応する ② 対応しない 厳 密 な整 合 を期 待 しない

6 回 路 1 0 6 N ビ ッ ト ①24ビ ットオロ当以上

7 イ ンバ ン ドパ ラメー タ交 渉 ①提供しない

8 B C 、 H L C 、 L L C T T C で の検 討 結 果 に 合 致

させ る

詳細 コー デ ィ ン グは別 紙

- 1 7 -



会 朴 名

IE  当

T E L

F A X

パ ケ ッ トサ ー ビス ( X . 3 1 ) 相 互 接 続 試 験 条件 リス ト

[ 記入 上 の注意 点 ]

( 1 ) 提 出す る様 式 に は、 1 枚 1 枚 に必 ず 会社 名 等 を記 入 す るこ と。

注 1 . D T E フ ァシ リテ イ ーの発 サ プア ドレス部 を着信 側 で そ の ま ま発信 側へ送 り返 し

たた め、 発信 側 で異 常 とみ なす こ とは、 X . 2 5 の 仕 様 違 反 で あ り、禁 止 す る。

注 2 . D ビ ッ ト修 飾 契 約               .

D ビ ッ ト修 飾 契 約 者 か ら未 契約者 に接 続す る場 合 、契約 者 側 で D = 0 で あ って も

公 衆 網 ( I N S 網 ) は 着信 側 ( 未契 約 者 ) に 対 して 自動 的 に D = 1 と す る 。

通常 、不 特 定 多 数 を相 手 とす る公 衆 通 信 で は、相 手 方 の契 約 内 容 は不 明 の た め D

= ‐1 で も通信 は可 能 とす る必 要 が あ る。

注 3 . コ ー ルユ ーザ デ ー タ

P A D 機 能付 きT A を 使 用 す る と、 T A が コー ルユ ーザ デ ー タ を付 加 す る。
これ は通 常 の運 用 状 態 で発 生 す る事 象 で あ り、対 応 可 能 で あ る こ と。

No. 項 目 選 択 パ ラ メ ー タ 備 考

1 使 用 す るチ ャネル ①固定B ② 可変B ③ D ど ち らで も可

2 V C / P V C ① VC

3 ス ル ー プ ッ トク ラス ① 9 6 0 0

4 ウ イ ン ド ウ サ イ ズ ① 2

5 パ ケ ッ トサ イ ズ ① 1 2 8

6 フ ロー制御 ネ ゴ ①無

7 ス ル ー プ ッ トネ ゴ ① 無

8 フ ァ ス トセ レ ク ト ① 無

9 C U G ①無
ハ
υ D T E フ ァシ リテ イー ①有    ② 無 どち らで も可 注 1

網 中継遅 延 選 択 ①無

12 着 ア ドレス変 更 通知 ① 無

13 D ビ ッ ト ①有   ② 無 ど ち らで も可  注 2

14 M ビ ッ ト ① 無

15 パ ケ ッ ト多重 ① 無

16 代 表 選択 ① し な い

17 D ビ ッ ト修 飾 契 約 ①有   ② 無 どち らで も可  注 2

18 コー ルユ ーザ デ ー タ ①有   ② 無 どち らで も可  注 3

19

- 1 8 -



会 社 名

IH  当

T E L

F A X

H Oサ ー ビス相 互接 続試験 条件 リス ト

[ 記入 上 の注意 点 ]

( 1 ) 提 出す る様 式 に は、 1 枚 1 枚 必 ず会 社 名等 を記入 す る こ と。

No. 項 目 選 択 パ ラ メ ー タ 備 考

D T E の 速 度 ① 3 8 4 k b p s

2 送 受信 デ ー タ モ デムテ ス タ疑似 乱 数 パ ター ン

① 2 1 5 _ l  ② 2 2 0 _ 1

3 半 二 重 /全 二 重 ①全二重

4 B C 、 H L C 、 L L C T T C で の検 討結 果 に合致 させ

る

詳細 コーデ ィ ング は

別 紙

- 19-



会 朴 名

担  当

T E L

F A X

H l サ ー ビス相 互 接 続 試験 条件 リス ト

[ 記入 上 の注意 点 ]

( 1 ) 提 出す る様 式 に は、 1 枚 1 枚 必 ず会 社 名 等 を記入 す る こ と。

No. 項 目 選 択 パ ラ メ ー タ 備 考

1 D T E の 速 度 ① 1 5 3 6 k b p s

2 送受信 デー タ モ デ ム テ ス タ疑 似 乱 数 パ ター ン

①2 1 5 _ l  ② 2 2 0 _ 1

3 半二重/全 二重 ①全二重

4 B C 、 H L C 、 L L C T T C で の検 討結果 に合致 させ

る

詳細 コーデ イ ング は

別 紙

- 2θ ―



(注)試 験終了後速 やかに報告のこと

‐

Ｎ

一

―

受

一ヨ
ロ

ゝ
し

一〓
ロ

会社 名 、部i果名 機 1 1 名

殿
発信者名

FAX

音声サー ビス相互接続 試験 チ ェックリス ト

り(番 チ エック項 目 定 基
＝
↓

1 多む       イ言
(清サフ

゛
アドレス無 し)

正常 に発信で き相手 に着信で きること
( 判定 、○ または×)

2 着 雪
ロ

(着サフ
゛
アト

゛
レス′IIし) ×ま０

た

と

ま
こ
○

る
　
ヽ

き
定

で
判

饉
旧
／
、

着一
ヽ正

り
０

ゝ
し

一ヨ
ロ

(着サフ
゛
アドレス有 り)

正]‖ヤに多むイ
員111き1日:;11;il量;,デる

こと。
着   信

(着サフ
゛
アドレス有 り)

正常 に着信で きること。
( 判定 、○ または×)

受  話  普  量 受話音量 (半J定 :大 きい 、
_ _ _      小 さい 、適当 、1 1音)

受 話  昔  質 受話音質
入己

×

も

は

由
た
理

ま

は

○
合場ヽ

定

の

判

×

総 合 評 価  ( 判 定 、○ または×)

試 験  同  時

月

日

‥

・
・

月
日

‥

・
‥

月

日

‥

・

月

日

‥

”
・

月

日

‥

・
‥

月

日

‥

・

月
日

‥

”
‥

月

日

‥

・
‥

月

日

‥

・
‥

月

日

三

・
・

考



受

一ヨ
ロ

ゝ
Ｌ

ア
プ

信

会社 名 、部課名 機 種 名

殿

発信者名

(注)試 験終了後速やかに報告のこと

FAX
データサー ビス (回線交換 、V.110同 lUl)相互接続試験 チエックリス ト

―

ヽ

噸

―

項番 チェック項目 準基定

1

発

　

呼

;む  イ言 とこるき

＞
で
×

一言
口
↓
よ

着

た

に
ま

手
○

オ

　

、

き
定

で
判

一】旧
′‐、

発Ｆト
常正

０
‘ デ ー タ

送受信

と

×

こ

は

る

た

き

ま
で
○

力
　
ヽ

信
定

受
判

送
＜

のタ
一デ

０
０ 着

呼
着  信 と

＞

こ

×

る

は

き

た
で
ま

答
○

応

ヽ

き
定

で
判

信

′

‐

、

着”ト
許正

総 合 評 価 ( 判定 、○ または×)

;式  』貪  日  ‖寺

月

日

‥

”
‥

月

日

‥

”
‥

月

日

‥

”
‥

月

日

‥

”
‥

月

日

‥

・
…

月

日

‥

”
‥

月

日

‥

・
‥

月

日

‥

・
‥

月

日

‥

・
‥

月

日

‥

・
‥

考研‖

(注 )△ の場合 は条件 を記入す る。



受

ヨ
ロ

ま
し

イ言

会社名 、部課名 機 種 名

71J投

発信 者名

FAX

(注)試 験終了後速やかに報告のこと

Ｉ
　

Ｎ

ω
　

ｌ

G 4 F A Xサ ー ビス相互接 続 試験 チ ェ ック リス ト

項 番 チ ェック項 目
引
↓

■
４定

1
一一一一ロ送

ｏ
不

可

と

信

信

こ
通

通

る

…
で

き

×
き

で

付ヽ

信
常
件

送
正
条

一
ヽ
・

常
○

△

正
＜

2
一ゴ
ロ受 ｏ

不

可

と

信

信

こ
通

通

る

。
で

き

×
き

で

付ヽ

信
常
件

受
正
条

´ヽ
・・　
・
・

常
○
△

コ

総 合 評 佃1 ( 判 定、○または×)

言式  巧夫  日  日寺

月
日

‥

・

月

日

‥

・

月

日

‐

・
…

月
日

‥

”
‥

月

日

…

・
…

月
日

‥

・
‥

月
日

‥

・
・

月

日

‥

・
‥

月
日

‥

”
‥

月

週

…

一

考

(注 )△ の場合 は条件 を記入す る。



(注)試 験終了後速 やかに幸,告 のこと

FAX
パケッ トサー ビス (X.31)相 互接続 試験チエツクリス ト

Ｉ

Ｎ
李

―

■
（
　

信

発

　

信

会社名、部課名 機 種 名

殿
発信 者名

項 番 チ エック項 目 準定 基

1

‖子

一ヨ
ロ 正常に発イ7再是18看拒苺雙申来

ること。
Ｏ
ι データ送信 力

　
＞

卜

　
×

ツ

ｏ
は

ケ
と

た

パ
こ
ま

た
る
○

し

き

，

信
で
定

送
信
判

之

歓

よ
く

末

し

Ｌ
邸
卜
｝

自

で
オロ月自ウ出りに

3 データ受信
カ卜

　
，ヽ

ツ
　
×

ケ

ｏは

パ
と
た

た
こ
ま

し
る
○

ξ

，

送
で
定

り
信
判

よ
受
Ｉ

末
く

端
し

壬
止

相
で

自端末

4 オロ手 切 断 オロ手切断li輛
と下oTIli製暫

されること

5

着

口lZ

碁
一ヨ
ロ 耐に着紫石是,6または×)

6 データ受信
カ卜

　

＞

ツ
　
×

ケ

ｏ
は

パ
と
た

た
こ
ま

し
る
○

信
き

，

送
で
定

り
信
判

よ

受

＜

末
く

端
し

手
正

相
で

自端末

7 デー タ送信 力
　
＞

卜
　
×

ツ
　
ｏけ
い

ケ
と
た

パ
こ
ま

た
る
○

し

き

，

信
で
定

送
信
判

立

賛

よ
く

末
し

端
止

自
で

オロ手端末

自 切  断 宮サ末よそ鞠足暫δまモ11隻押断
されるこ

総 合 評 価 ( 判定 、○ または×)

言式  現た  日  口寺

月

日

‥

Ｔ

月

日

‥

・
・

月

日

‥

”
‥

月

日

‥

Ｔ

Л

日

‥

Ｔ

・

月

日

‥

・
‥

月

日

‥

・
‥

月

日

‥

・

・

月

日

‥

７

・

月

日

‥

Ｔ

・

傷| 考



受

一言
ロ

ゝ
し

二〓
ロ

会社名、部課名 機 種 名

殿

発信者名

FAX

(注)試 験終了後速やかに報告のこと

Ｉ

Ｎ
∽

―

HOサ ービスオロ互接続試験チェックリスト

項番 チェック項 目
研
↓基定

1

発

　

呼

;む  イ言 とこるき

＞

で

×

三昌

ま

着

た

に
ま

手

○

オ

　

、

き
定

で
判

にけ旧′‐、

発けト
正

2 データ
送受信

と

×

こ

は

る

た

き

ま
で
○

力

ヽ

信
定

受
判

送
＜

のタ
一デ

3 着

呼
着  信 と

＞

こ

×

る

は

き

た
で
ま

答

○
応

ヽ

き
定

で
判

」Ｆ旧
′―
、

着に
ト

」〔正

総 合 評 価 ( 判定 、○ または×)

旱式  』貪  日  ‖寺

月

日

‥

”
・

月

日

‥

”
‥

月

日

‥

・
‐

月

日

‥

・
‥

月

日

‥

”

月

日

‥

・
‥

月

日

‥

・
・

月

日

‥

・
‥

月

日

‥

”
‥

月

日

‥

”
‥

考研‖

(注)△ の場合 は条件 を記入す る。



(注)試 験終了後速 やかに報告 のこと

Ｉ

Ｎ
い

―

受

一ゴ
ロ

ゝ
し

一一〓
ロ

会社名、部課名 機 種 名

殿

発信者名

FAX

Hlサ ービス相互接続試験 チェ ックリス ト

項 番 チ ェック項 目 ムt定 基

1

発
　
呼

J吝   イ言 正常 に発信 で きオ日手 に着信で きること。
( 判定 、○ または×)

2
一一三
ロデ．夕出

と

×

こ

は

る

た

き

ま
で
○

力

ヽ

信
定

受
判

送
＜

のタ
一デ

3 着
呼

着  信 と

＞

こ

×

る

は

き

た
で
ま

答
○

応

ヽ

き
定

で
判

一Ｆ旧
′―
、

着Ｆ
ト正

総 合 評 価 ( 判定、○または×)

言式  島た  日  ‖寺

月

日

‥

”
‥

月

日

‥

・
‥

月

日

‥

”
‥

月

日

‥

・
・

胡

日

‥

・
・

月

日

‥

・
‥

月

日

‥

”
・

月

日

‥

・
・

月

日

‥

”
‥

月

日

‥

・
‥

侶| 考

(注)△ の場合 は条件 を記入す る。



P B X 相 互 接 続 試験 結 果表

サ ー ビス相 互接 続 試 験

試験 日    月   日

着  側

発  側

判 定   ○  :  接 続 可

△  :  条 件 付 きで 接 続 可

×  :  接 続 不 可

-27-



万り紙 5

フアクシ ミリ (Facsimile)は通信回線を用いて文書や図面を遠隔地に送る通信

手段で、その歴史は古 く、1843年に英国のアレキサンダ ・ベインによって発明さ

れました。モールスが電信を発明 したのが1837年ですから、わずか 6年 後のこと

です。

フアクシ ミリの語源はラテン語の fac jmileで、同じようにつ くるの意味です。

ファクシ ミリではこれを電気的手段によって実現 し、そρ基本構成は図のよう

になってお ります。送信画は走査によって画素に分解され、電気信号 に変換 され

て伝送路に送 られます。受信側では、送 られてきた電気信号 を記録に適 した信号

に変換 し、走査 しながら画素 を組み立て、受信画を得ます。

わが国では1928年に、丹羽保次郎博士 らによって写真電送機が初めて完成され、

天皇即位式の写真が東京一大阪間で送 られました。その後、電子技術の発達にと

もない光電変換や受信記録

の平面走査が可能 とな り、

フアクシミリに適 した記録

媒体が開発 されるなど、使

い易 く安定 したものとなっ

てきました。特に、ファク

シミリ信号処理に関する研

究が進められ、帯域圧縮、

符号化による高速化などの

めざましい発達があ ります。

ファクシ ミリの基本構成

また、公衆電気通信法改正 を契機 に、電話網 を用いてファクシ ミリ通信 ができ

るようにな り、一般 に も広 く利用 されるようにな りました。

フアクシ ミリは他 の通信手段 と比較 して次の ような特長 があ ります。

(|)漢 字 ま しりの文章 、図、表 などが送信原稿の とうり再現 され ます。

(2)装 置の取扱 いが容易 で、特別な訓練 を必要 としません。

(3)通 信内容 が正確 に伝 わ り、記録 として残 ります。

このテス トチャー トは 1次 元 ランレングス符号化方式 を用いたファクシ ミリで、

伝送速度4800b/s、 |ラ イン当 り最小処理時間20msec、副走査3.85本/mmの 場合、

電送時間は約 1分 にな ります。   ル
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